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福島（1992）は夫婦同姓を強制することについて、「ア
イデンティティー（自己同一性）を侵害することがある」、
「姓を変えることが、不便・不利益だ」、「男女不平等を
助長し、また、『家制度』を温存することに役立ってい
る」として、反対している。また日本弁護士連合会（1996）
も「氏名は、個の表象であって、人格の重要な一部であ
る。価値観・生き方の多様化している今日、別姓を望む
夫婦にまで同姓を強制する理由はなく、別姓を選択でき
る制度を導入して、個人の尊厳と両性の平等を保障すべ
きである」として、選択的夫婦別姓制度の導入を提案し
ている。一方で日本政策研究センター（1995）は、個人
主義化が「理想の家族を求めつつ、ますますその理想か
ら遠ざかって」いることを指摘し、「『われ』の論理では
なく、『われわれ』という連帯意識――個人主義を超え
た論理こそ、今見直されるべきテーマではないか」とし、
「祖先から子孫へとつながる累代的な『われわれ』意識
を担保する」、「歴史的な姓を名乗ることによって、自ら
の存在が決して孤立した空虚なものではないことを確認
することができる」としている。その上で「夫婦別姓は
かかる家族の『絆』を断ち切ろうとする策動である」と
して、夫婦別姓制度に反対している。
心理学における苗字の研究
　苗字（今回の研究では「姓」、「苗字」、「名字」等を全
て「苗字」に統一する。なお、引用の際には引用元の表

問　　　題

夫婦別姓への動き
　2009年の衆議院議員選挙によって政権が民主党へと代
わり、選択的夫婦別姓制度導入への動きが高まっている。
民主党などの民法改正案は、（１）結婚時に夫婦が同姓
か別姓かを選択できる、（２）結婚できる年齢を男女と
も18歳にそろえる――ことが柱（読売新聞, 2009/9/27）
であるという。
　内閣府は全国の20歳以上の人々を対象に選択的夫婦別
氏制度に対する世論調査を行っている。それによると、
「婚姻をする以上、夫婦は必ず同じ名字（姓）を名乗る
べきであり、現在の法律を改める必要はない」と答えた
者の割合が35.0％、「夫婦が婚姻前の名字（姓）を名乗る
ことを希望している場合には、夫婦がそれぞれ婚姻前の
名字（姓）を名乗ることができるように法律を改めても
かまわない」と答えた者の割合が36.6％、「夫婦が婚姻前
の名字（姓）を名乗ることを希望していても、夫婦は必
ず同じ名字（姓）を名乗るべきだが、婚姻によって名字
（姓）を改めた人が婚姻前の名字（姓）を通称としてど
こでも使えるように法律を改めることについてはかまわ
ない」と答えた者の割合が25.1％という結果が出ている
（内閣府大臣官房政府広報室, 2007）。
　夫婦同姓／別姓に関する議論の内実は多岐にわたる。

苗字に関する態度と自我同一性、家族アイデンティティ、
および伝統的家族観との関連

—大学生における苗字の役割とその性差の心理学的研究—

＊　  島根大学教育学部学校教育課程Ⅰ類 心理・臨床専攻
＊＊　島根大学教育学部 心理・発達臨床講座

太田　洋介＊・石野　陽子＊＊

【キーワード：苗字に関する態度 ,自我同一性，家族アイデンティティ，伝統的家族観】

Yosuke OHTA and Yoko ISHINO

Relationship among Surname-attitude, Self-identity, Family-identity, and Traditional View of Family

―A Psychological Study on the Role of Surname and the Gender in the Undergraduate Students―

島根大学教育学部紀要（人文・社会科学）第44巻　 89頁～103頁　平成22年12月

要　　　約
　近年、以前にも増して選択的夫婦別姓制度の導入への動きが高まっている。本研究では、苗字に関する態度と個人
としてのアイデンティティ、家族の一員としてのアイデンティティ、家族一般に対する伝統的な価値観との関連を見
ることにより、夫婦同姓が制度上規定されている現在における大学生時点での苗字の心理的な役割を検討した。研究
Ⅰでは新しく苗字態度尺度の作成を試みた結果、「同姓他者への親近感」、「上位世代でのつながり感」、「愛情期待」、「苗
字によるつながり認知」、「自分の苗字への愛着」の５因子からなる尺度が作成された。研究Ⅱでは家族一般に対する
伝統的な価値観を測定する伝統的家族観尺度の作成を試みた結果、「伝統的性役割」、「累代的つながり」の２因子から
なる尺度が作成された。研究Ⅲでは研究Ⅰの苗字態度尺度、多次元自我同一性尺度、家族アイデンティティ尺度、研
究Ⅱの伝統的家族観尺度の相関を対象者全体、男性、女性において見ることにより、苗字の役割を検討した。男性で
は特に家族アイデンティティの形成に苗字の役割が、また女性では特に自己の同一性を形成しにくい際に苗字の役割
が見出された。また男女共通に、個人が現在所属している家族の一員として存在しているというヨコのつながりの感
覚に苗字の役割が見出された。さらに家族のタテのつながりに苗字が役割を果たしていることが見出された。
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記を尊重する）の心理的な役割は何であろうか。これを
明らかにしていくことは、夫婦同姓／別姓論争に何らか
の示唆を与えるように思われる。
　心理学において苗字に関する研究は少ない。代表的な
ものとして土肥（2007）の研究が挙げられる。
　土肥（2007）は苗字を世代や職業と同様に社会的カテ
ゴリーの一つとして捉え、「苗字に対する帰属意識や親
近感、同姓の他者に対する同一視などを、『苗字アイデ
ンティティ』としたい」として定義する。ここで苗字ア
イデンティティは社会的アイデンティティのひとつとい
う位置づけがなされている。社会的アイデンティティ
（social identity; Tajfel & Turner, 1979）とは、自己概
念の中でも特に集団や社会的カテゴリーに所属すること
への自覚に基づく自己イメージであり、これには通常、
所属集団に対する評価や地位の高低と連合した、優越感
や劣等感といった情緒的意味が付帯するものである（唐
沢, 2005）。社会的アイデンティティ理論（Social identity 

theory, Tajfel & Turner, 1986）に従えば、われわれは内
集団（人種・性別・職業などの社会的カテゴリーも含む）
における自己の所属性が強く意識される場面では、内集
団・外集団間の境界を明確にし、前者を後者よりも高く
評価する。これによって明確な自己同一性（アイデンテ
ィティ）を確立し、他者との比較を通して望ましい自己
評価を行うような動機を満たす、とされる（唐沢, 1999）。
土肥（2007）は女子大学の学生を対象に調査を行い、苗
字アイデンティティ尺度を作成している。そして、希少
な苗字のものほど苗字アイデンティティが高い傾向を見
出している。また、主観的にも自分の苗字を珍しいと感
じるものほど、苗字アイデンティティが高まる傾向を見
出している。
　土肥（2007）の研究は苗字への意識の高まりの要因を
苗字の希少さへ求めた点で特徴的である。一方で、日常
生活においては苗字が個人を指し示す記号として用いら
れていることを考えると、他の要因による説明も期待で
きる。例えば他者から苗字で呼ばれる時、他者に自分を
紹介する時、また所有物や書面に氏名を記入する時など、
我々は個人を表す記号として苗字を使用している。これ
は個人が言葉を獲得し社会にさらされる幼児期や児童期
から始まる社会的な営みであり、以後死ぬまでずっと続
けられるものと言えるだろう。そのような意味において、
苗字は個人の同一性や連続性を支える役割の一端を担っ
ていることが予想される。
　同時に苗字は、個人が現在所属している家族や親族集
団の一員であることを示す記号としても存在すると思わ
れる。それは親子の苗字が同じであることにとどまるも
のではない。例えば「この子は〇〇家では珍しいタイプ
だ」といった表現からも、苗字が親族集団の範囲を示し
つつ個人に影響していることがわかる。ここにおける苗
字の役割は、先祖からのタテのつながりを個人に認識さ
せる点とともに、現在の家族の一員であることの自覚と
いった情緒的なヨコのつながりを下支えする点に見出さ
れる。

　以上を踏まえると、苗字アイデンティティは個人レベ
ルでのアイデンティティや家族レベルでのアイデンティ
ティから、その高まりが説明されるように思われる。す
なわち、個人としてのアイデンティティや家族の一員と
してのアイデンティティが高い者ほど苗字の役割を無意
識のうちに見出し、苗字アイデンティティを高めると予
想される。あるいは苗字アイデンティティが高い者ほど、
家族や個人のアイデンティティが高いと予想される。夫
婦同姓／別姓論争への心理学的アプローチとしてこれら
の関係を探ることは、苗字の心理的役割を見出すという
意味において有意義な作業であると考えられる。
　夫婦同姓／別姓論争ではまた、夫婦が同姓であるこ
とと近代家族のあり方との関連について言及されてい
た。近代家族は「『民主的個人主義』の価値規範によっ
て統制され」、また「家族成員の基本的人権と自由が尊
重され、「家」継承のための生殖よりも夫婦の愛情と信
頼が強調され、そして家族は子どもの社会化のための基
本的場として重視される」と理念的に定義される（本
村, 1993）。しかし現状は必ずしも理念通りでない。上野
（1994）は、明治民法が廃止された後も日本の近代家族
が家父長制の性質を残しているというフェミニストの指
摘を示した上で、「戦前、戦後を通じて、近代家族に固
有の抑圧性が一貫して続いている」としている。ここで
家父長制とは「女性を犠牲にして男性に特権を与える普
遍的な政治構造」と定義される（Tuttle, 1986）。また上
野（1994）は日本の伝統的家族だと一般に思われている
ような排他的な父系相続制を特徴とする「家」制度が、
明治民法によって“つくられた”ものであることを指摘
している。これらの議論を眺めれば、夫婦同姓／別姓論
争には明治民法下での「家」制度とそれが廃止された戦
後の家族にも残る男女の不平等といった、日本の近代家
族の矛盾が主要な論点となって表れている。
　心理学における研究では、結婚や家族に対する意識や
性役割に対する意識を問う尺度は散見されるが、上記の
ような、言わば家族一般に対する伝統的な価値観を問う
ような尺度はほとんど見られない。そのような尺度を作
成し苗字アイデンティティとの関係を探ることもまた、
夫婦同姓／別姓論争に有意義な示唆を与えると考えら
れる。
検討にあたって
　検討にあたってまず、土肥（2007）の苗字アイデンテ
ィティ尺度をもとに新しく尺度を作成する。土肥（2007）
の苗字アイデンティティ尺度は「同姓への仲間意識・親
近感」、「自分の苗字への愛着感」、「自分の苗字の多数派
意識」の３因子から成る。今回は苗字に対する態度に焦
点を当て、「同姓への仲間意識・親近感」と「自分の苗
字への愛着感」の２因子に着目する。前者は同姓の他者
に対する態度、後者は自分の苗字に対する態度が問われ
ていた。このうち同姓の他者に対する態度については、
回答時に想定する対象が多方面にわたり、またその関係
も様々になりやすいと思われる。例えば同姓の知人に抱
く親近感とメディアに登場する同姓の人に抱く親近感と
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では、反応の性質が異なることが予想される。たとえば、
同姓であるということは、他者とつきあい始めるきっか
けとして大きく貢献するかもしれない。しかし、いった
ん知人になってしまえば日常生活において会う確率が高
くなり、結果的に同姓であることの親近感はかえって薄
らぐかもしれない。一方、メディアに登場する人とは、
その関係が密になっていくことは少なく、いつまでも遠
い存在のままであることが多い。しかし、その人は社会
的に評価されやすい存在であるため、仮に良い評価を得
ていれば、抱く親近感によって自身の評価にもつながり、
ますます親近感が高まることも考えられる。
　そこで今回の研究では、「自分の苗字に対する態度」、
「姓を共有する家族に対する態度」、「同姓の知人に対す
る態度」、「同姓の他者に対する態度」の４つの領域から
苗字に関する態度を捉え、質問項目を作成することを提
案する。苗字に関する態度がどこでどのように形成され
るかを詳細に見る上で、この捉え直しは有用であるよう
に思われる。
　個人としてのアイデンティティについては、谷（2001）
の作成した多次元自我同一性尺度（MEIS）から検討す
る。この尺度ではEriksonの理論に基づいて、青年期に
おける同一性の感覚を「自己斉一性・連続性」、「対自的
同一性」、「対他的同一性」、「心理社会的同一性」の４次
元で捉えている。多次元自我同一性尺度を用いた先行研
究の例として次が挙げられる。宮崎・西川（2004）は「対
自的同一性」が中学生の進路決定における自己効力のう
ちの「将来展望」に影響することを見出し、「自己のあ
り方や生き方に関する鮮明な意識を持つことが、自分の
将来の進路に関して積極的・計画的に考えていけるとい
う自信を高めることを示唆している」としている。松下・
吉田（2009）は大学生を対象とした調査から、友人に気
を使う人や深い関わりを回避する人は自我同一性の確立
感が低いことを、また積極的に友人との快活な関係を求
め自己を開示するような関わり方をする人は自我同一性
の確立感が高いことを見出している。
　家族の一員としてのアイデンティティについては、林・
岡本（2003）が「家族アイデンティティ」という語を用
いて、「自分は家族の一員であるという感覚が、斉一性
と連続性を持って自分自身の中に存在し、また、それが
他の家族成員にも承認されている状態」と定義している。
その上で林・岡本（2005）は家族アイデンティティ尺度
を作成し、家族アイデンティティの構造を「家族の存在
感」、「家族価値との適合性」、「家族との関係」、「対家族
的自己」、「自己に対する家族の評価」の５つの因子によ
って説明している。本研究では家族の一員としてのアイ
デンティティについて、この家族アイデンティティ尺度
から検討することとする。

目　　　的

　本研究の目的を整理する。研究Ⅰでは新しく苗字態度
尺度を作成し、その因子構造と信頼性を検討する。研究

Ⅱでは家族一般に対する伝統的な価値観を問う伝統的家
族観尺度を作成し、その因子構造と信頼性を検討する。
研究Ⅲでは苗字に関する態度と個人としてのアイデンテ
ィティ、家族の一員としてのアイデンティティ、及び伝
統的家族観との関連を検討することによって、苗字の心
理的役割を検討することを目的とする。

研究Ⅰ

目的
　苗字に関する態度を問う苗字態度尺度を新しく作成す
る。また作成した尺度について因子構造と信頼性を検討
する。
方法
１）調査期日

　2010年５月17日、20日、26日に実施した。
２）調査対象者

　国立大学生を対象とした。有効回答は男性53名（平均
年齢21.04歳）、女性91名（平均年齢20.15歳）、性別不明１
名（年齢不明）の合計145名（平均年齢20.60歳）であった。
３）調査方法

　質問紙による調査を実施した。大学の講義のなかで一
斉配布し、まとめて回収した。配布部数は151部、回収
部数は146部、有効調査部数は145部であった。
４）質問紙の構成と回答方法

　性別、年齢、苗字態度尺度作成のための項目群（資料
１）から成る質問紙を配布した。苗字態度尺度作成のた
めの60の項目群について、「a：あてはまる、b：どちら
かといえばあてはまる、c：どちらかといえばあてはま
らない、d：あてはまらない」の４件法による回答を求
めた。
５）項目選定の手続き

　土肥（2007）の苗字アイデンティティ尺度の項目を参
考に、「自分の苗字に対する態度」、「姓を共有する家族に
対する態度」、「同姓の知人に対する態度」、「同姓の他者
に対する態度」の４つの観点から項目を追加・作成した。
結果と考察
　苗字態度尺度作成のための60の項目群について、「あ
てはまらない」から「あてはまる」に対し１から４の得
点化を施した。最尤法による因子分析を行い、プロマッ
クス回転を行った。固有値と解釈可能性の観点から５因
子を抽出した。因子負荷量の低い項目を除き、最終的に
第１因子17項目、第２因子６項目、第３因子７項目、第
４因子７項目、第５因子５項目の計41項目を苗字態度
尺度の項目として選定した。回転後の因子パターンを
TABLE１に示す。
　第１因子は「自分と同じ苗字なら、メディアに登場す
る人でもひいき目に見てしまう」、「自分と同じ苗字の知
人とは仲良くなりやすい気がする」などの項目からなっ
ており、これを「同姓他者への親近感」と命名した。第
２因子は「自分と同じ苗字なら、見知らぬ他人でも同じ
先祖ではないかと思う」、「自分と同じ苗字の知人とは同
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　尺度作成時には「自分の苗字に対する態度」、「姓を共
有する家族に対する態度」、「同姓の知人に対する態度」、
「同姓の他者に対する態度」の４領域を想定したが、因
子構造にはそれが表れなかった。特に知人とそれ以外の
他者の間で苗字に対する態度は区別されないことが、「同
姓への親近感」因子と「上位世代でのつながり感」因子
の項目から分かる。また「同姓への親近感」因子が同姓
他者本人への直接の反応であるのに対し、「上位世代で
のつながり感」因子は同姓他者に対し先祖を介したつな
がりを見出す反応であるということができる。苗字が先
祖とのつながりを意識させ、またその意識が他者に対し

じ先祖ではないかと思う」などの項目からなっており、
これを「上位世代でのつながり感」と命名した。第３
因子は「自分の苗字が変わったら、親が嫌な気持ちにな
る」、「自分の苗字が変わったら、親が寂しがる」などの
項目からなっており、これを「愛情期待」と命名した。
第４因子は「親の苗字が変わったら、私は悲しくなる」、
「親戚の苗字が変わったら、私は悲しくなる」などの項
目からなっており、これを「苗字によるつながり認知」
と命名した。第５因子は「苗字は自分の一部分だ」、「自
分の苗字が気に入らない（逆転）」などの項目からなっ
ており、これを「自分の苗字への愛着」と命名した。

TABLE1　苗字態度尺度の因子分析結果
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ても適用されることが、「上位世代でのつながり感」因
子の特徴であると思われる。「愛情期待」因子と「苗字
によるつながり認知」因子はどちらも家族や親族の改
姓の際に起こる否定的な態度を尋ねている。「愛情期待」
因子は、得点が高いほど「親が悲しむ」というある種の
関心が自分に向けられていると認識していることを表し
ている。一方「苗字によるつながり認知」因子は、得点
が高いほど改姓を否定的に見る、つまり苗字によって親
族とつながっていると認識していることを表していると
言えるだろう。「自分の苗字への愛着」因子は得点が高
いほど自分の苗字に対する好意的な態度が高いことを表
している。
　各因子についてα係数を算出したところ、「同姓他者
への親近感」で.950、「上位世代でのつながり感」で.948、
「愛情期待」で.869、「苗字によるつながり認知」で.860、「自
分の苗字への愛着」で.849と、いずれも高い値を示して
いた（TABLE１）。よって各尺度に十分な信頼性が確
保されていることが示された。
　苗字態度尺度の因子分析の結果から、大学生における
苗字に関する態度は「同姓他者への親近感」、「上位世代
でのつながり感」、「愛情期待」、「苗字によるつながり認
知」、「自分の苗字への愛着」の５つによって捉えられる
ことが示唆された。どの因子も高い信頼性を示したこと
から、今回作成した尺度が苗字に関する態度をより詳細
に捉える上で有用であると言えるだろう。

研究Ⅱ

目的
　家族一般に対する伝統的な価値観を問う「伝統的
家族観尺度」を作成する。また作成した尺度につい
て因子構造と信頼性を検討する。
方法
１）調査期日

　2009年11月６日、13日に実施した。
２）調査対象者

　国立大学生を対象とした。有効回答は男性45名
（平均年齢20.02歳）、女性52名（平均年齢20.33歳）
の合計97名（平均年齢20.17歳）であった。
３）調査方法

　質問紙による調査を実施した。大学の講義のなか
で一斉配布し、まとめて回収した。配布部数は100部、
回収部数は97部、有効調査部数は97部であった。
４）質問紙の構成と回答方法

　フェイスシート（性別、年齢）、伝統的家族観の
項目群（34項目）から成る質問紙を配布した。伝
統的家族観尺度作成のための34の項目群について、
「１：まったくあてはまらない、２：あまりあては
まらない、３：少しあてはまる、４：まったくあて
はまる」の４件法による回答を求めた。
５）項目選定の手続き

　国立大学の心理学専攻学生４人による自由記述か

ら質問項目を作成した。さらに鈴木（1994）の作成した
平等主義的性役割態度スケール短縮版（SESRA-R）や、
松原・高橋・細川・大村（1971）、青山・武田・有地・江守・
松原（1974）、長田（1987）を参考に質問項目を補足した。
結果と考察
　伝統的家族観尺度作成のための34の項目群について、
「あてはまらない」から「あてはまる」に対し１から４
の得点化を施した。最尤法による因子分析を行い、プロ
マックス回転を行った。固有値と解釈可能性の観点から
２因子を抽出した。因子負荷量の低い項目を除き、最終
的に23項目を伝統的家族観尺度の項目として選定した。
回転後の因子パターンをTABLE２に示す。
　第１因子は「家計簿をつけるのは妻の仕事だ」、「家族
の物事の最終的な決定権を持つのは男性だ」などの項目
からなっており、これを「伝統的性役割」と命名した。
第２因子は「自分の先祖からの苗字を絶やしてはならな
い」、「先祖から受け継いだ家の流れは途絶えさせないべ
きだ」などの項目からなっており、これを「累代的つな
がり」と命名した。伝統的家族観尺度の因子分析の結果
から、大学生における家族一般に対する伝統的な価値観
は「伝統的性役割」、「累代的つながり」の２つによって
捉えられることが示唆された。明治民法下での「家」制
度とそれが廃止された戦後の家族にも残る男女の不平等
といった、夫婦同姓／別姓論争で論点となっていた日本
の近代家族の矛盾が、それぞれ「累代的つながり」と「伝
統的性役割」に表れているとも言えるだろう。

TABLE２　伝統的家族観尺度の因子分析結果
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　各因子についてα係数を算出したところ、「伝統的性
役割」で.930、「累代的つながり」で.901と、いずれも高
い値を示していた（TABLE２）。よって各尺度に十分
な信頼性が確保されていることが示された。

研究Ⅲ

目的
　苗字に関する態度と個人としてのアイデンティティ、
家族の一員としてのアイデンティティ、及び伝統的家族
観との関連を検討することによって、苗字の心理的役割
を検討することを目的とする。
方法
１）調査期日

　2010年７月10日に実施した。
２）調査対象者

　国立大学生を対象とした。有効回答は男性101名（平
均年齢19.81歳）、女性55名（平均年齢19.45歳）、性別不
明２名（年齢不明）の合計158名（平均年齢19.63歳）で
あった。
３）調査方法

　質問紙による調査を実施した。大学の講義のなかで一
斉配布し、まとめて回収した。配布部数は165部、回収
部数は160部、有効調査部数は158部であった。
４）質問紙の構成と回答方法

　苗字態度尺度：研究Ⅰで作成した41項目を使用した。
「A：あてはまる、B：どちらかといえばあてはまる、C：
どちらかといえばあてはまらない、D：あてはまらない」
の４件法による回答を求めた。
　多次元自我同一性尺度（MEIS）：谷（2001）の20項目
を使用した。「A：非常にあてはまる、B：かなりあては
まる、C：どちらかというとあてはまる、D：どちらと
もいえない、E：どちらかというとあてはまらない、F：
ほとんどあてはまらない、G：全くあてはまらない」の
７件法による回答を求めた。
　家族アイデンティティ尺度：林・岡本（2005）の作成
した尺度のうち、因子負荷量が.500以上の32項目を使用
した。「A：あてはまる、B：どちらかといえばあてはまる、
C：どちらともいえない、D：どちらかといえばあては
まらない、E：あてはまらない」の５件法による回答を
求めた。
　伝統的家族観尺度：研究Ⅱで作成した23項目を使用し
た。「A：あてはまる、B：どちらかといえばあてはまる、C：
どちらかといえばあてはまらない、D：あてはまらない」
の４件法による回答を求めた。
結果と考察
１）苗字態度尺度の因子分析と性差の検討

　苗字態度尺度41項目について、「あてはまらない」か
ら「あてはまる」に対し１から４の得点化を施した。最
尤法による因子分析を行い、プロマックス回転を行った。
共通性の低い６項目を除き再度因子分析を行った結果、
研究Ⅰと同様に５つの因子が抽出された。順に「同姓他

者への親近感」、「上位世代でのつながり感」、「苗字によ
るつながり認知」、「愛情期待」、「自分の苗字への愛着」
であった。これを後の検討のための項目として確定した。
結果をTABLE３に示す。
　各因子について性差を検討するため、性別を要因とし
たt検定を、因子得点を用いて行った。その結果、次の
３因子で有意に男性が高かった。「同姓他者への親近感」
（t=2.095, p=.038）、「愛情期待」（t=2.424, p=.017）、「自分
の苗字への愛着」（t=2.689, p=.008）。TABLE４に各因子
の平均値及び標準偏差、t検定の結果を示す。
　この結果は、現在９割以上の夫婦が夫の姓にあわせて
おり（厚生労働省, 1998）、男性は苗字を変えることが稀
であることが影響しているものと考えられる。男性は苗
字を変えることが珍しいために、苗字を変えることによ
って親が悲しむと認知しやすい。さらに苗字を変えるこ
とをあまり考えないために自分の苗字に愛着を持ちやす
く、また苗字を同姓の他者への親近感に用いやすいこと
がここでは示唆されている。
２）多次元自我同一性尺度の因子分析

　多次元自我同一性尺度20項目について、「全くあては
まらない」から「非常にあてはまる」に対し１から７の
得点化を施した。逆転項目については「全くあてはまら
ない」から「非常にあてはまる」に対し７から１の得点
化を施した。最尤法による因子分析を行い、プロマック
ス回転を行った。その結果、谷（2001）と違う因子構造
が得られた。信頼性もあまりよい結果が得られなかった。
今後の検討では谷（2001）が作成した因子構造に従い、
各因子において項目の評定値を合計したものを使用する
こととした。各項目の評定値と標準偏差をTABLE５に
示す。
３）家族アイデンティティ尺度の因子分析

　家族アイデンティティ尺度32項目について、「あては
まらない」から「あてはまる」に対し１から５の得点
化を施した。最尤法による因子分析を行い、プロマッ
クス回転を行った。その結果、若干の項目の変動があっ
たものの、林・岡本（2005）と同様に５因子が抽出され
た。因子名は林・岡本（2005）に従い、順に「家族の存
在感」、「家族価値との適合性」、「対家族的自己」、「家族
との関係」、「自己に対する家族の評価」とした。結果を
TABLE６に示す。
４）伝統的家族観尺度の因子分析

　伝統的家族観尺度23項目について、「あてはまらない」
から「あてはまる」に対し１から４の得点化を施した。
最尤法による因子分析を行い、プロマックス回転を行っ
た。共通性の低い１項目を削除し再度因子分析を行った
結果、研究Ⅱと同様に２因子が抽出された。順に「伝統
的性役割」、「累代的つながり」であった。これを後の検
討のための項目として確定した。結果をTABLE７に示す。
５）相関分析による男女差の検討

 苗字態度尺度と多次元自我同一性尺度

　苗字態度尺度と多次元自我同一性尺度との関連を検討
するため、苗字態度尺度各因子の因子得点と多次元自我
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同一性尺度各因子の評定の合計値を算出した後、２変量
の相関分析を行った。分析は対象者全体、男性、女性の
それぞれで行った。結果をTABLE８に示す。
　全体では次の因子間で相関がみられた。「同姓他者へ
の親近感」と「対他的同一性」（r=-.199, p<.05）、「上位世
代でのつながり感」と「対他的同一性」（r=-.184, p<.05）、
「苗字によるつながり認知」と「対自的同一性」（r=.161, 

p<.05）、「愛情期待」と「自己斉一性・連続性」（r=-.200, 

p<.05）、「自分の苗字への愛着」と「心理社会的同一性」
（r=.165, p<.05）。男性では次の因子間で相関がみられた。
「苗字によるつながり認知」と「対自的同一性」（r=.313, 

p<.01）。女性では次の因子間で相関がみられた。「上位世
代でのつながり感」と「対他的同一性」（r=-.290, p<.05）、
「苗字によるつながり認知」と「自己斉一性・連続性」
（r=-.394, p<.01）、「愛情期待」と「自己斉一性・連続性」
（r=-.370, p<.01）。

TABLE3　苗字態度尺度の因子分析結果

TABLE4　苗字態度尺度各因子における性差
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TABLE5　多次元自我同一性尺度各因子の項目と平均値・標準偏差

TABLE6　家族アイデンティティ尺度の因子分析結果
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ることが示された。このことから、男性は対自的同一性
の形成のため、家族に苗字とのつながりを必要としてい
ると考えられる。
　また女性に特有の相関は「上位世代でのつながり感」
と「対他的同一性」、「愛情期待」と「自己斉一性・連続性」
であり、全て負の相関であった。すなわち自分が自分で
あるという一貫性や時間的な連続性の感覚と、苗字を介
して家族とつながっている感覚や自身の改姓に親から悲

　今回の研究では苗字に関する態度と個人としてのアイ
デンティティとの関連は、大きくは見られなかった。し
かし詳細に見ていくと、大学生における個人のアイデン
ティティ形成における苗字の役割を見出すことができる。
　男女別に見た際、男性に特有に見られた相関は「苗字
によるつながり認知」と「対自的同一性」であった。す
なわち、苗字を介して家族とつながっている感覚と自分
の望んでいることが明確に意識されている感覚が関連す

TABLE7　伝統的家族観尺度の因子分析結果

TABLE8　苗字態度尺度と多次元自我同一性尺度との相関
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　今回の研究で苗字に関する態度と家族の一員としての
アイデンティティとの関連は、男性において顕著であっ
た。男性特有に見られたものとして、まず「自分の苗字
への愛着」と「家族の存在感」・「家族価値との適合性」・
「対家族的自己」・「家族との関係」が挙げられる。すな
わち、自分の苗字に対しての愛着と家族の一員であると
いう感覚が斉一性・連続性をもって存在していることと
の関連が示された。これは男性において家族の一員とし
てのアイデンティティを確立することに苗字が必要とさ
れていることを示唆している。男性における家族の一員
としての感覚には苗字に関する態度が大きく影響するこ
と、あるいは家族との関係が良好であることや家族と価
値観を共有していることが苗字を単に記号としてだけで
なく個人にとって意味のあるものとなっていることが、
この結果から推察される。
　また男性において「同姓他者への親近感」・「上位世代
でのつながり感」・「苗字によるつながり認知」と「自己
に対する家族の評価」との相関が見られたことについて
触れる。ここでは苗字でのつながりを他者や家族に求め
ることと家族が自分に肯定的な評価をしていることの認
知が関連することが示されている。このことから家族に
肯定的な評価をされることが苗字をきっかけとした他者
とのつながりに影響する、あるいは他者とのつながりの
中で苗字を意識することが家族内での行動に影響するこ
とが考えられる。
　さらに、男女共通に「家族の存在感」と「苗字による
つながり認知」との相関が見られた。すなわち苗字を介
して家族とつながっているという認知と家族の一員とし
て自身が存在しているという感覚との関連が示された。
家族の一員であるという感覚は、家族相互のつながりと
まではいかないものの、個人が家族に対して情緒的な絆
をもっていると考えられうるものである。そのようなヨ
コのつながりに苗字が役割を果たしていることが、この
結果からは示唆される。
 苗字態度尺度と伝統的家族観尺度

　苗字態度尺度と伝統的家族観尺度との関連を検討する
ため、２つの尺度の因子得点を算出した後、２変量の相
関分析を行った。分析は対象者全体、男性、女性のそれ
ぞれで行った。結果をTABLE10に示す。
　全体では次の因子間で相関がみられた。「同姓他者へ
の親近感」と「伝統的性役割」（r=.288, p<.001）、「同姓他
者への親近感」と「累代的つながり」（r=.372, p<.001）、
「上位世代でのつながり感」と「累代的つながり」（r=.268, 

p<.01）、「苗字によるつながり認知」と「伝統的性役割」
（r=.219, p<.01）、「苗字によるつながり認知」と「累代
的つながり」（r=.372, p<.001）、「愛情期待」と「累代的
つながり」（r=.324, p<.001）、「自分の苗字への愛着」と
「累代的つながり」（r=.354, p<.001）。男性では次の因子
間で相関がみられた。「同姓他者への親近感」と「伝統
的性役割」（r=.219, p<.05）、「同姓他者への親近感」と「累
代的つながり」（r=.342, p<.01）、「上位世代でのつながり
感」と「累代的つながり」（r=.317, p<.01）、「苗字による

しまれるという期待との、負の関連が示された。このこ
とから女性において自己の斉一性や連続性が高い人では
苗字に対する執着が薄くなり、頓着していないことが考
えられる。逆に斉一性・連続性が低い人は、苗字を一つ
の契機として家族とのつながりを求めようとすると思わ
れる。女性ではまた、他者から見られている自分と本来
の自分の一致の感覚が同姓の他者に対して上位世代での
つながりを認知することと負の関連を示した。このこと
から、他者との間での同一性が形成されにくいあるいは
損なわれる感覚の中では、苗字を媒介として他者とつな
がろうとする個人の姿が見えてくる。
　以上から、大学生の男性においては現在苗字に対自的
同一性形成のための家族をつなげる役割が、女性におい
ては自己の斉一性・連続性や対他的同一性の形成がされ
にくい時に家族や他者をつなげる役割があることが示唆
される。男女で相関の出方に違いが見られたことには、
９割以上の夫婦が夫の姓に合わせるという現状があるこ
と（厚生労働省, 1998）が影響していると思われる。現
状では個人が将来の結婚を考えた際、女性は改姓を予想
するが男性は改姓を予想しにくいだろう。この下では、
男性と女性にとっての苗字の役割は結婚する以前から異
なることが十分に考えられる。
　また男女別に見た際関連はなかったものの、全体で相
関があったものが見出された。これらについては男女以
外の変数に説明が求められると思われる。今後の検討が
必要な点である。
 苗字態度尺度と家族アイデンティティ尺度

　苗字態度尺度と家族アイデンティティ尺度との関連を
検討するため、２つの尺度の各因子の因子得点を算出し
た後、２変量の相関分析を行った。分析は対象者全体、
男性、女性のそれぞれで行った。結果をTABLE９に示す。
　全体では次の因子間で相関がみられた。「同姓他者へ
の親近感」と「家族の存在感」（r=.184, p<.05）、「同姓他
者への親近感」と「自己に対する家族の評価」（r=.232, 

p<.01）、「苗字によるつながり認知」と「家族の存在感」
（r=.344, p<.001）、「苗字によるつながり認知」と「家族
の存在感」（r=.180, p<.05）、「自分の苗字への愛着」と「家
族の存在感」（r=.279, p<.001）、「自分の苗字への愛着」と
「家族価値との適合性」（r=.160, p<.05）、「自分の苗字へ
の愛着」と「対家族的自己」（r=.212, p<.01）、「自分の苗
字への愛着」と「家族との関係」（r=.201, p<.05）。男性
では次の因子間で相関がみられた。「同姓他者への親近
感」と「家族の存在感」（r=.207, p<.05）、「同姓他者への
親近感」と「自己に対する家族の評価」（r=.240, p<.05）、
「苗字によるつながり認知」と「家族の存在感」（r=.340, 

p<.001）、「自分の苗字への愛着」と「家族の存在感」
（r=.391, p<.001）、「自分の苗字への愛着」と「家族価値
との適合性」（r=.224, p<.05）、「自分の苗字への愛着」と
「対家族的自己」（r=.283, p<.01）、「自分の苗字への愛着」
と「家族との関係」（r=.278, p<.01）。女性では次の因子間
で相関がみられた。「苗字によるつながり認知」と「家
族との関係」（r=.335, p<.05）。
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関が見られたものは「同姓他者への親近感」と「伝統的
性役割」・「累代的つながり」、「苗字によるつながり認知」
と「累代的つながり」であった。このことから、苗字が
先祖から受け継がれており、またその延長として現在の
家族をつないでいると我々が認知していることを示唆し
ている。すなわち、家族や先祖といったタテのつながり
に対して苗字が役割を担っていることがこれらの結果か
らうかがえる。
　男性に特有の相関は「上位世代でのつながり感」と
「累代的つながり」、「苗字によるつながり認知」と「伝
統的性役割」、「愛情期待」と「累代的つながり」、「自分

つながり認知」と「伝統的性役割」（r=.259, p<.05）、「苗
字によるつながり認知」と「累代的つながり」（r=.407, 

p<.001）、「愛情期待」と「累代的つながり」（r=.310, 

p<.01）、「自分の苗字への愛着」と「累代的つながり」
（r=.392, p<.001）。女性では次の因子間で相関がみられ
た。「同姓他者への親近感」と「伝統的性役割」（r=361, 

p<.01）、「同姓他者への親近感」と「累代的つながり」
（r=.363, p<.01）、「苗字によるつながり認知」と「累代
的つながり」（r=.396, p<.01）。
　今回の研究では苗字に関する態度と伝統的家族観との
関連が大きく見られた。男女別にみた際、男女共通に相

TABLE9　苗字態度尺度と家族アイデンティティ尺度との相関

TABLE10　苗字態度尺度と伝統的家族観尺度との相関
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　このように、定位家族とのつながりが強いなかで生活
をしていれば、自ずと所属意識が維持されるのであろう。
しかし、大学生である青年期においては、親世代との関
係が一方的権威的関係から相互的協調的関係へと移行
する（Hill, 1987）。したがって、家族との関係の認知は、
自分自身が家族に対してどのようにとらえているかと、
家族が自分自身のことをどのようにとらえているか、と
いう双方向からの客観的な視点が考慮されるのではなか
ろうか。
　本研究においては、苗字と自分自身の過去経験や現在
の態度行動とを同一視する傾向はみとめられなかった。
本研究の調査対象者は大学生であったが、同世代であっ
てもそれ以上であっても、職に就きキャリアを積み重ね、
社会的役割でのアイデンティティが確立していく過程に
おいて、苗字に関する態度が異なった要素をもつかもし
れない。あるいは改姓を求められるという事態が実際に
身に迫り、それが危機として個人にとらえられたならば、
自身や家族に対して苗字が持つ役割を再確認、もしく
は再検討を行なうかもしれない。その場合には、当事者
だけではなく、家族の苗字に関する態度を考慮する必要
性が出てくることも容易に考えられる。苗字に関する態
度の再構築は個人にとって大きな影響を与えるものであ
り、研究をさらにすすめることは非常に意義深い。大学
生が社会に進出し、社会での責任が大きくなり、あるい
は新たな家族の形成を行なう際に、この苗字に関する態
度がどのように変容するのかを明らかにすることも、今
後の課題となろう。
２．苗字に関する態度と自己同一性、家族との同一性、
および家族観
　次に、苗字に関する態度と、アイデンティティの中で
も関連のあることが予測される、自己同一性、家族との
同一性、家族観のなかの伝統的家族観との各関連を検討
した。その結果、性差があることが明らかになった。
　男性に焦点を当てると、苗字に関する態度の「苗字に
よる親とのつながり認知」と自己同一性の「対自的同一
性」に関連がみられた。また、家族との同一性との関連
については特に苗字に関する態度の「自分の苗字への愛
着」と、家族との同一性の「家族の存在感」・「家族価値
との適合性」・「対家族的自己」・「家族との関係」との関
連、苗字に関する態度の「同姓他者への親近感」・「上位
世代でのつながり感」・「苗字によるつながり認知」と、
家族との同一性の「自己に対する家族の評価」にも関連
がみられた。さらに、伝統的家族観との関連では特に、
苗字に関する態度の「上位世代でのつながり感」・「愛情
期待」・「自分の苗字への愛着」と、伝統的家族観のと「累
代的つながり」、また、苗字に関する態度の「苗字によ
るつながり認知」と伝統的家族観の「伝統的性役割」に
関連が見られた。
　一方、女性に焦点を当てると、苗字に関する態度の「上
位世代でのつながり感」と自己同一性の「対他的同一
性」、「愛情期待」と「自己斉一性・連続性」に負の相関
が認められた。また、苗字に関する態度の「苗字による

の苗字への愛着」と「累代的つながり」であった。すな
わち男性において同姓他者への上位世代でのつながりの
感覚や自分の苗字への愛着は、累代的つながりと関連す
ることが示された。このことは家族一般に対する伝統的
な価値観が特に男性において残っており、苗字に関する
態度にもその要素が含まれていることを示唆している。
あるいは夫婦の９割以上が夫の姓にあわせる現状が、男
性において苗字によるタテのつながりを広範にわたって
感じさせているとも考えられる。
　

総合考察

　本研究では、大学生における苗字への態度と個人とし
てのアイデンティティ、家族の一員としてのアイデンテ
ィティ、及び家族に対する伝統的な価値観との関連を検
討し、苗字の役割を心理学研究の立場から見出すことを
目的に調査を行った。
　その結果、本研究において以下の事柄が示唆された。
１．苗字に関する態度
　まず、大学生における苗字に関する態度は、「同姓他
者への親近感」、「上位世代でのつながり感」、「愛情期待」、
「苗字によるつながり認知」、「自分の苗字への愛着」か
ら成り立っていることが明らかとなった。
　仮説を立てる段階において、苗字に関する態度とは、
姓を共有する家族や同姓の知人および同姓であるという
共通点しかもたない他者のような、ある集団への所属意
識や親近感をあらわすものであると考えた。しかしその
側面だけではなく、同時に、自分自身がそれまでにたく
わえた知識や積み上げた経験を包含した自己との同一視
も含まれると仮説を立て、調査を行なった。
　しかし、分析を行なった結果、本研究の調査対象者で
ある大学生に、苗字と自分自身の過去経験や現在の態度
行動とを同一視する傾向はみられず、愛着を示すにとど
まった。それに比して、集団との同一性はよりつよくみ
とめられた。まず家族への意識は、同姓であることによ
り、自分が家族とのつながりを認める態度と、家族が自
分を集団の一員だと認めることを期待するという、双方
向の態度がみとめられた。また、家族以外の者への意識
は、同姓他者本人への親近感と、同姓他者と上位世代で
つながっていることを想像する態度がみとめられた。
　これらのことは、大学生の多くが定位家族に所属して
いるからこその結果といえるかもしれない。我々は生ま
れて以降、苗字や苗字が指し示す内容を学習するが、そ
の際周囲の者から、定位家族への言及があることは容易
に推察される。また、その定位家族を中心に親戚との関
係や、同姓であり遠縁にあたる集団、同姓であるが家族
ではないという集団の存在についても説明を受けること
もあわせて推察できる。したがって、一般に定位家族へ
の意識はもちろんのこと、家族ではない同姓に対しても
ある種の同族意識がつちかわれ、過去のどこかで接点が
あったかもしれないと思いをはせ親近感を覚えることも
十分考えられる。
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要素であることが示された。夫婦同姓／別姓の問題を考
える際には、苗字が青年期におけるアイデンティティの
再構築に重要な役割を担っていることを考慮に入れて議
論を重ねることを期待したい。
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資料１　苗字態度尺度作成のための項目群




